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コ
ラ
ム

隠岐の島（島根県西
にし

ノ
の

島
しま

町
ちょう

）

写真キャプション

隠岐諸島は全体がユネスコ世界ジオパーク
に認定されており、その中のひとつ西ノ島は、
日本海と荒 し々い断崖絶壁の風景を楽しめ
る場所として人気。どこまでも広がる蒼い海
と、それをバックに広がる牧草地でのんびり
と草はみをする牛や馬。西ノ島は牧畜の島
で、牛と馬のほとんどが放牧によって飼育さ
れている。レンタカーで走っていると、道路を
お散歩している牛や馬も見ることができる。

こ
の
原
稿
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
て
い
る
の
は
、

締
め
切
り
が
翌
日
に
迫
っ
た
８
月
19
日
。
自
分
で
言

う
の
も
変
だ
が
、
こ
う
し
た
コ
ラ
ム
な
ど
を
長
年
に

わ
た
っ
て
比
較
的
余
裕
を
も
っ
て
執
筆
し
て
き
た
経

緯
か
ら
す
る
と
、
今
回
は
や
や
異
例
の
状
況
と
な
っ

た
。
理
由
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
を
変
え

た
の
で
あ
る
。
１
週
間
前
ま
で
は
別
の
話
題
を
念
頭

に
置
い
て
い
た
の
だ
が
、
迷
い
が
生
じ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
西
日
本
か
ら
東
海
に
広
が
っ
た
豪
雨
の

ニ
ュ
ー
ス
に
連
日
接
し
た
こ
と
に
よ
る
。
若
い
こ
ろ

か
ら
全
国
の
農
村
に
足
繁
く
通
っ
た
経
験
も
あ
っ

て
、
被
災
地
の
地
名
が
気
に
な
る
。
な
か
に
は
田
畑

や
森
の
様
子
が
具
体
的
に
思
い
浮
か
ぶ
町
村
の
災
害

も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
夏
の
豪
雨
に
は
、
１
９
９
３
年
を
連
想
さ
せ

る
面
が
あ
る
。
梅
雨
が
明
け
な
か
っ
た
な
ど
と
表
現

さ
れ
た
冷
夏
の
年
で
あ
っ
た
。
30
代
半
ば
以
上
の
方

で
あ
れ
ば
、
米
の
不
作
に
よ
る
混
乱
が
ご
記
憶
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
平
成
の
米
騒
動
な
ど
と
報
じ
た

マ
ス
コ
ミ
も
あ
っ
た
。
東
北
を
中
心
と
す
る
冷
害
に

よ
っ
て
、平
年
比
で
74
％
に
減
収
し
た
か
ら
で
あ
る
。

今
回
の
長
期
の
豪
雨
の
農
作
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て

も
、
す
で
に
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
当
面
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
く
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
改
め
て
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
、
地
域

農
政
未
来
塾
４
期
生
の
郡
司
裕
美
子
さ
ん
（
茨
城
町

役
場
）
の
研
究
と
実
践
で
あ
る
。
多
彩
な
内
容
か
ら

な
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
被
害
に

あ
っ
た
農
産
物
な
ど
に
つ
い
て
、
菓
子
店
・
パ
ン
屋

な
ど
の
加
工
業
の
有
効
利
用
に
つ
な
い
で
、
農
家
の

金
銭
的
な
ダ
メ
ー
ジ
や
メ
ン
タ
ル
面
の
困
難
を
救
済

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。取
組
は
現
在
進
行
形
で
あ
り
、

郡
司
さ
ん
ご
自
身
が
由
緒
あ
る
大
日
本
農
会
の
機
関

誌
『
農
業
』
の
７
月
号
に
寄
稿
し
て
い
る
。

自
然
災
害
に
つ
い
て
は
、
被
災
の
原
因
と
結
果
が

報
じ
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
事
前
に
対
策
を
講
じ
た
こ

と
に
よ
っ
て
被
害
が
回
避
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
存
在
す

る
は
ず
で
あ
る
。
回
避
に
至
ら
な
い
ま
で
も
、
軽
減

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
対
策
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
に
回
避
・
軽
減
さ
れ
た
か
を
把
握
し
、

情
報
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
あ
る
。

郡
司
さ
ん
の
研
究
と
実
践
に
は
、
対
策
と
効
果
を
め

ぐ
る
情
報
の
重
要
性
を
発
信
し
て
い
る
面
が
あ
る
。

福
島
大
学
教
授

生し
ょ
う

源げ
ん

寺じ

　
眞し

ん

一い
ち

対
策
と
効
果
の
観
点
も

自
由
民
主
党　

総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に
荒
木
会
長
が
出
席
�
����������
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都
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地
方
六
団
体
を
代
表
し
て
飯
泉
嘉
門
全

国
知
事
会
長
（
徳
島
県
知
事
）
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
財
政
措
置
に
つ
い

て
、
令
和
4
年
度
以
降
に
お
け
る
「
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」
や
「
緊
急
包
括
支
援

交
付
金
」
等
、
必
要
と
な
る
財
源
の
十
分

な
確
保
と
運
用
の
柔
軟
化
を
求
め
た
。
ま

た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
令
和

4
年
度
以
降
に
お
け
る
供
給
量
の
十
分
な

確
保
と
市
町
村
へ
の
適
切
な
配
分
、
さ
ら

に
は
我
が
国
の
叡
智
を
結
集
し
た
「
特
効

薬
」
の
開
発
促
進
な
ど
を
求
め
た
。

ま
た
、
感
染
防
止
対
策
を
は
じ
め
、
経

済
雇
用
対
策
や
人
口
減
少
、
防
災
・
減
災

対
策
な
ど
地
方
の
実
情
に
沿
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
十
分
行
え
る
よ
う
地
方
交
付

税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
・
充
実
を

求
め
た
。

地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、
デ
ル

タ
株
な
ど
に
よ
る
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
「
感
染
爆
発
」
を

受
け
、
大
都
市
部
へ
の
過
度
な
一

極
集
中
に
は
リ
ス
ク
が
あ
る
と
し

て
、「
中
央
省
庁
の
地
方
移
転
」、

「
大
企
業
の
地
方
分
散
」、「
地
方

大
学
の
魅
力
向
上
」、「
地
方
国
立

大
学
の
定
員
増
の
着
実
な
実
施
」

な
ど
を
求
め
た
。

D
X
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
9
月
に
発
足
す
る
デ
ジ
タ
ル

庁
を
核
と
す
る「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
、
5
G
や

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
一
日
も
早
い

整
備
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
求
め
た
。

G
X
（
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
に
関
し
て
は
、

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

実
現
に
向
け
、
国
が
新
設
す
る
「
地
域
脱

炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
」
に
つ

い
て
、モ
デ
ル
地
域
の
み
な
ら
ず
、

全
国
で
の
取
組
へ
の
柔
軟
か
つ
大

胆
な
支
援
を
求
め
た
。

ま
た
、
7
月
の
熱
海
市
に
お
け

る
土
石
流
災
害
や
広
域
的
な
豪
雨

災
害
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

す
大
規
模
自
然
災
害
を
踏
ま
え
、

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
5
か
年
加
速
化
対
策
」
に

つ
い
て
は
、補
正
予
算
で
は
な
く
、

必
要
額
を
当
初
予
算
で
措
置
す
る

よ
う
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
、次
世
代
を
担
う「
人

づ
く
り
」
に
つ
い
て
触
れ
、「
こ

ど
も
庁
」
の
創
設
が
議
論
さ
れ
る

中
、
単
な
る
組
織
論
に
と
ど
ま
ら

ず
、
少
子
化
対
策
を
真
に
後
押
し
す
る
た

め
の
大
胆
な
予
算
や
人
材
の
投
入
と
権
限

の
強
化
な
ど
を
求
め
た
。

そ
の
後
挨
拶
に
立
っ
た
武
田
良
太
総
務

大
臣
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
総
務
省
予

算
の
概
算
要
求
に
つ
い
て
、「
次
な
る
時

代
を
切
り
拓
く
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

実
現
」
と
し
た
「
総
務
省
重
点
施
策

2
0
2
2
」
を
ま
と
め
た
と
す
る
発
言
が

あ
っ
た
。
大
臣
か
ら
は
重
点
施
策
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
顕
在

化
し
た
課
題
を
解
決
し
、
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
次
な
る
時
代
を
切
り
拓
く
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
変
革（
D
X
）の
加
速
と
グ
リ
ー

ン
社
会
の
実
現
や
活
力
あ
る
地
方
を
創

　

自
由
民
主
党
は
、
8
月
25
日
、
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
（
W
E
B
会
議
）

を
開
催
し
、令
和
4
年
度
政
府
予
算
概
算
要
求
を
と
り
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、

地
方
六
団
体
等
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
本
会
か
ら
は
荒
木
泰
臣
会
長

（
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
が
出
席
し
た
。

全

国

町

村

会

全

国

町

村

会

自
由
民
主
党
　
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に

自
由
民
主
党
　
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に

荒
木
会
長
が
出
席

荒
木
会
長
が
出
席
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▲挨拶に立つ武田総務大臣

▲会議に出席した荒木会長
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【
住
所
】
高
岡
郡
日
高
村
本
郷
２
６
８
９

番
地
３

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
４
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽

昭
和
49
年
４
月
日
高
村
役
場
採
用
▽
平
成

10
年
10
月
日
高
村
議
会
事
務
局
長
▽
平
成

13
年
４
月
日
高
村
総
務
課
長
▽
平
成
20
年

１
月
日
高
村
役
場
退
職
▽
平
成
20
年
６
月

日
高
村
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
25
年
２

月
～
平
成
27
年
２
月
監
事
▽
平
成
27
年
２

月
～
平
成
29
年
２
月
副
会
長
▽
平
成
31
年

２
月
～
令
和
２
年
２
月
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
村
特
産
の
シ
ュ
ガ
ー
ト

マ
ト
を
核
と
し
た
村
づ
く
り
（
オ
ム
ラ
イ

ス
街
道
）
▽
村
内
全
域
へ
の
光
ケ
ー
ブ
ル

網
の
構
築
▽
地
域
・
学
校
・
家
庭
・
行
政

（
教
育
、
福
祉
）
の
連
携
に
よ
る
子
育
て

支
援
で
あ
る
カ
ル
テ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
組
▽
水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
制
定
（
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
▽

村
ま
る
ご
と
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
（
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
普
及
１
００

％
を
目
指
す
村
）

の
実
施
▽
前
述
の
取
組
等
に
よ
り
、
そ
れ

ま
で
自
然
減
だ
っ
た
日
高
村
の
人
口
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
の
社
会
増
に
つ
な
が
っ

て
い
る

【
趣
味
】
ゴ
ル
フ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
映

画
鑑
賞

【
家
族
】
妻
と
の
２
人
暮
ら
し

　

高
知
県
町
村
会
は
令
和
３
年
２
月
27
日

の
定
例
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
２
月
28
日
就
任
）

高
知
県
町
村
会
長

高た
か
お
か岡
郡
日ひ

高だ
か

村
長

戸と 
梶か
じ

　
眞ま
さ 

幸ゆ
き

昭
和
28
年
７
月
25
日
生

【
住
所
】
中
新
川
郡
立
山
町
五
郎
丸
１
６
１

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
４
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽

平
成
元
年
４
月
国
会
議
員
秘
書
▽
平
成
10

年
２
月
立
山
町
議
会
議
員
▽
平
成
18
年
２

月
立
山
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
27
年
６

月
～
令
和
３
年
１
月
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
企
業
誘
致
（
㈱
モ
ン
ベ

ル
初
の
大
型
複
合
店
舗
『
モ
ン
ベ
ル
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
立
山
』・
海
外
輸
出
を
メ
イ
ン
と

す
る
日
本
酒
醸
造
会
社
・
印
刷
会
社
本
社

ほ
か
多
数
）
▽
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
自

負
し
て
い
る
学
校
教
育
環
境
（
校
舎
・
エ

ア
コ
ン
・
電
子
黒
板
ほ
か
）
▽
赤
字
ロ
ー

カ
ル
線
存
続
の
た
め
の
駅
・
図
書
館
・
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
複
合
施
設
整
備
▽

持
続
可
能
な
農
業
を
構
築
す
る
た
め
の
法

人
設
立
と
基
盤
整
備
支
援
▽
地
籍
調
査

【
趣
味
】
農
事
組
合
法
人
の
仲
間
と
農

作
業
・
畦
畔
の
草
刈
り
・
山
小
屋
泊
で

ビ
ー
ル

【
家
族
】
妻
と
次
女
の
３
人
暮
ら
し

都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

富
山
県
町
村
会
は
令
和
３
年
１
月
27
日
の

臨
時
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

�

（
１
月
27
日
就
任
）

富
山
県
町
村
会
長

中な
か

新に
い

川か
わ

郡
立た
て

山や
ま

町
長

舟ふ
な 

橋は
し

　
貴た
か 

之ゆ
き

昭
和
40
年
５
月
17
日
生 

り
、
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
の
実
現
、
地

方
行
財
政
基
盤
・
持
続
可
能
な
社
会
基
盤

の
確
保
な
ど
の
取
組
を
進
め
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
を
実
現
し
た
い
と
述
べ
た
。

そ
の
た
め
、「
Ⅰ
デ
ジ
タ
ル
変
革（
D
X
）

の
加
速
と
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
」、「
Ⅱ

活
力
あ
る
地
方
創
り
」、「
Ⅲ
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
推
進
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
く
ら
し
の
実
現
」、「
Ⅳ
感
染
症
へ
の
対

応
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
等
を
支

え
る
地
方
行
財
政
基
盤
の
確
保
」、「
Ⅴ
持

続
可
能
な
社
会
基
盤
の
確
保
」
と
い
う
、

5
つ
の
柱
と
18
の
施
策
を
と
り
ま
と
め
た

と
紹
介
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
来
年
度

の
予
算
に
つ
い
て
は
、
こ
の
重
点
施
策
に

そ
っ
て
概
算
要
求
を
し
っ
か
り
と
必
要
な

額
を
確
保
し
た
い
と
述
べ
た
。
ま
た
、
地

方
財
政
に
つ
い
て
も
、
地
方
団
体
が
感
染

症
に
対
応
し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
た
重
要
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る

よ
う
「
新
経
済
財
政
再
生
計
画
」
な
ど
を

踏
ま
え
、
一
般
財
源
総
額
を
し
っ
か
り
と

確
保
し
た
い
と
述
べ
た
。

※�

地
方
六
団
体
の
「
主
要
要
望
項
目
」�

に
つ
い
て
は
、
全
国
町
村
会
Ｈ
Ｐ

（https://w
w
w
.zck.or.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

活　動

3　2021年（令和 3年） 9月 6日 第3172号

p02-03 3172 活動_自民党総務部会＋都道府県町村会長の略歴.indd   3p02-03 3172 活動_自民党総務部会＋都道府県町村会長の略歴.indd   3 2021/09/06   11:50:172021/09/06   11:50:17



町 村 週 報（第三種郵便物認可） 2021年（令和 3年） 9月 6日　4第3172号

情　報

１�

丹
波
山
村
発　
　
　
　
　
　

「
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」

伊
勢
志
摩
「
Ｇ
７
」
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
閃
い
た

小
文
字
の
「
ｇ
７
」
サ
ミ
ッ
ト

山
梨
県
丹
波
山
村
は
村
民
わ
ず
か
５
３
５

人
の
小
さ
な
村
で
す
。
そ
ん
な
小
さ
な
村
で

２
０
１
６
年
５
月
、
伊
勢
志
摩
で
開
催
さ
れ

た「
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」

に
先
ん
じ
て
、
一
週

間
前
に
行
わ
れ
た
サ

ミ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。「
小
さ
な
村
ｇ

７
サ
ミ
ッ
ト
」で
す
。

大
文
字
の
「
Ｇ
」
で

な
く
小
文
字
の

「
ｇ
」。
北
海
道
、
東

北
、
関
東
、
近
畿
、

中
国
、
四
国
、
九
州

と
、
丹
波
山
村
と
同

じ
中
山
間
地
で
、

も
っ
と
も
人
口
の
少

な
い
７
つ
の
村
が
集

い
、
３
日
間
に
わ
た

り
サ
ミ
ッ
ト
を
行
い

ま
し
た
。
す
こ
し

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
情
報

発
信
で
す
が
、
基
調

講
演
に
は
「
里
山
資

本
主
義
」
が
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
た
藻

谷
浩
介
さ
ん
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
７
つ
の
小
さ
な
村
の
村
長
や

副
村
長
、
役
場
職
員
、
農
業
生
産
者
た
ち
が

情
報
交
換
し
、
全
国
に
向
け
て
情
報
発
信
す

る
場
と
な
り
ま
し
た
。
以
降
、
第
２
回
は
福

島
県
檜
枝
岐
村
、
第
３
回
は
北
海
道
音
威
子

府
村
、第
４
回
は
和
歌
山
県
北
山
村
で
開
催
。

今
年
10
月
に
は
岡
山
県
新
庄
村
で
、
２
０
２

２
年
は
高
知
県
大
川
村
、
２
０
２
３
年
は
熊

本
県
五
木
村
で
開
催
予
定
で
す
。

丹
波
山
村
よ
り
人
口
の
少
な
い
村
を
訪
ね
て

得
た
「
気
づ
き
」

「
ｇ
７
」
を
思
い
つ
い
た
の
は
２
０
１
４

年
の
こ
と
で
す
。
伊
勢
志
摩
が
サ
ミ
ッ
ト
候

補
地
と
な
っ
た
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
み
て
、

「
Ｇ
」
が
「
ｇ
」
に
な
っ
て
７
人
の
村
長
が

集
ま
っ
た
ら
と
妄
想
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
７

つ
の
小
さ
な
村
を
訪
ね
歩
い
た
の
で
す
が
、

最
後
に
訪
ね
た
村
で
あ
る
気
づ
き
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
丹
波
山
村
よ
り
も
人
口
の

多
い
村
で
の
取
組
に
は
「
仕
方
な
い
、
人
口

が
多
い
し
予
算
も
大
き
い
。」
と
勝
手
に
納

得
し
た
の
で
す
が
、
丹
波
山
村
よ
り
人
口
の

少
な
い
村
に
は
「
な
ん
で
丹
波
山
村
よ
り
人

▲

丹
波
山
村
風
景

村
民
わ
ず
か
５
３
５
人
！

山
梨
県
丹
波
山
村
か
ら
の「
小
さ
な
試
み
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
さ
な
村
総
合
研
究
所　

代
表
理
事　
小
村　

幸
司

◎
小
村
幸
司

　

１
９
６
５
年
熊
本
生
ま
れ
。
長
崎
大
学
経
済
学
部
を
卒

業
後
に
上
京
。
旧
三
菱
銀
行
勤
務
を
経
て
映
像
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
に
。
経
済
、
教
育
、
海
外
の
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
を
中
心
に
携
わ
る
。
東
北
の
林
業
、
東
日
本
大
震
災

後
の
被
災
地
、
旭
山
動
物
園
・
Ｊ
Ｒ
九
州
・
ジ
ャ
パ
ネ
ッ

ト
た
か
た
他
地
方
経
営
者
と
地
域
活
性
化
、
海
外
教
育
、

北
欧
の
社
会
制
度
等
を
取
材
。
２
０
１
４
年
に
丹
波
山
村

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
。
２
０
１
７
年
よ
り
現
職
。
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口
が
少
な
い
の
に
、
こ
ん
な
取
組
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
。」
と
悔
し
さ
を
覚
え
た
の
で
す
。

自
分
で
は
っ
と
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
小
さ

な
村
の
方
が
相
手
に
与
え
る
刺
激
や
イ
ン
パ

ク
ト
は
む
し
ろ
大
き
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
気
づ
い
た
時
に
、
自
分
の
中
の
フ
ェ
イ

ズ
が
変
わ
り
ま
し
た
。
小
さ
な
村
が
元
気
に

な
る
こ
と
で
、
日
本
が
元
気
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
。
旅
先
で
力
が
湧
き
ま
し
た
。

２�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
さ
な
村
総
合　

研
究
所
と
し
て
の
活
動

行
政
で
は
や
り
づ
ら
い
こ
と
、
民
間
だ
け
で

も
で
き
な
い
こ
と

２
０
１
４
年
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
地
域
活
性
化
の
取
組
を
続
け
る
中
で

「
行
政
で
は
や
り
づ
ら
い
」
と
い
う
壁
に
直

面
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
か
と
い
っ
て

民
間
で
や
る
と
な
る
と
負
担
が
大
き
す
ぎ

る
。
手
を
つ
け
に
く
い
「
空
白
地
」
が
見
え

ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ら
、
公
共
性
を
も

ち
な
が
ら
民
間
と
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
進
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
村
民
の
若

手
10
名
に
声
を
掛
け
ま
し
た
。
若
手
と
い
っ

て
も
30
～
50
代
。
多
く
は
自
営
業
者
、
そ
し

て
役
場
職
員
で
す
。
厳
し
い
こ
と
も
は
っ
き

り
言
い
あ
う
メ
ン
バ
ー
を
集
め
ま
し
た
。
お

願
い
し
た
の
は
全
員
が
理
事
就
任
。
入
会
金

は
一
人
５
０
、
０
０
０
円
。
ぼ
っ
た
く
り
の

よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
で
す
が
、
賛
同
し
て
く

れ
、
今
も
運
営
で
き
て
い
る
の
は
設
立
メ
ン

バ
ー
10
名
の
お
か
げ
で
す
。
法
人
名
は
少
々

ふ
ざ
け
て
つ
け
ま
し
た
。
日
本
最
大
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
「
日
本
総
合
研
究
所
」
で
丹
波
山

村
の
話
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
き
に
、
ふ

と
思
い
つ
い
た
ネ
ー
ム
で
す
。

村
タ
ク
（
た
ば
や
ま

村
民
タ
ク
シ
ー
）

２
０
１
７
年
１
月

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設

立
し
、
最
初
に
取
り

組
ん
だ
事
が
あ
り
ま

す
。
山
梨
県
庁
Ｏ
Ｂ

で
も
あ
っ
た
当
時
の

深
澤
副
村
長
か
ら

「
高
齢
者
か
ら
病
院

な
ど
へ
の
移
動
相
談

が
あ
る
が
何
か
良
い
方
法
を
探
っ
て
も
ら
え

な
い
か
」
と
い
う
話
を
受
け
ま
し
た
。
幾
つ

か
先
進
事
例
を
視
察
に
行
き
、
丹
波
山
村
に

あ
う
形
を
模
索
し
、
同
年
12
月
か
ら
運
営
を

は
じ
め
た
の
が
「
村
タ
ク
」
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
の
情
報
発
信
か
ら
想
定
外
の
逆
ア

プ
ロ
ー
チ

正
式
名
「
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
」

は
全
国
で
導
入
さ
れ
て
い
て
、
決
し
て
目
新

し
く
な
い
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
山
梨
県
内

で
は
初
め
て
で
、
賛
同
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が

57
名
い
た
こ
と
か
ら
、
県
内
の
メ
デ
ィ
ア
か

ら
取
材
を
次
々
と
受
け
ま
し
た
。
な
か
で
も

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
は
よ
う
日
本
」
で
全
国
放
送
さ

れ
た
と
き
の
反
響
は
大
き
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
県
内
だ
け
で
な
く
東
京
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
も
届
き
ま
し
た
。
世
界
的

大
手
メ
ー
カ
ー
の
新
規
事
業
部
、
大
手
商
社

Ｏ
Ｂ
の
シ
ニ
ア
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
官
庁
、
大
学

な
ど
な
ど
。
そ
こ
で
あ
る
共
通
点
に
気
づ
き

ま
す
。
彼
ら
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
り
、
キ
ー

マ
ン
で
あ
り
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
取
り
組

み
、
何
か
を
探
し
て
い
る
人
た
ち
で
あ
り
、

た
ま
た
ま
小
さ
な
村
か
ら
の
情
報
発
信
に
可

能
性
を
感
じ
た
人
た
ち
で
し
た
。

３�

首
都
圏
で
の
情
報
発
信
と　
　

産
官
学
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働

東
京
23
区
か
ら
首
都
圏
キ
ー
マ
ン
を
探
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

小
さ
な
村
を
飛
び
出
し
て
東
京
で
積
極
的

な
情
報
発
信
を
行
え
ば
、
小
さ
な
村
で
の
可

能
性
を
見
つ
け
て
く
れ
る
人
た
ち
が
も
っ
と

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
東
京
23
区
で
情
報
発

信
を
お
こ
な
い
、
首
都
圏
キ
ー
マ
ン
か
ら
の

「
逆
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
待
つ
拠
点
オ
フ
ィ
ス

を
構
え
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で

自
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
込
ん
で
も
上
手

く
い
か
な
か
っ
た
反
省
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
考
え
て
村
に
提
案
し
た
の
が
「
首
都
圏
拠

点
事
業
」で
す
。
さ
ら
に
お
願
い
し
た
の
は
、

丹
波
山
村
だ
け
で
な
く
連
携
す
る
６
村
の
こ

と
も
情
報
発
信
さ
せ
て
ほ
し
い
と
。
お
願
い

す
る
方
も
す
る
方
で
す
が
、
理
解
し
て
く
れ

た
村
に
は
ホ
ン
ト
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
で
の
情
報
発
信
か
ら
の
初
「
逆
ア
プ

ロ
ー
チ
」

２
０
１
９
年
９
月
、
首
都
圏
で
の
情
報
発

信
と
し
て
、
東
京
渋
谷
で
「
小
さ
な
村
ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
東
京
会
議
」
を
行
い
ま
し
た
。
７

村
長
と
20
代
の
若
者
た
ち
と
の
意
見
交
換
を

ね
ら
っ
た
特
別
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。
こ
の
様
子

が
再
び
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
放
送
当

日
に
メ
ー
ル
を
く
れ
た
の
が
大
田
区
に
あ
る

予
防
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
「
ア
グ
リ
マ
ス
」
の

小
瀧
社
長
で
し
た
。
首
都
圏
事
業
初
の
「
逆

ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
す
。
予
防
医
療
と
い
う
点

に
可
能
性
を
感
じ
、
す
ぐ
に
会
い
に
行
き
ま

し
た
。
丹
波
山
村
へ
と
つ
な
い
で
半
年
、
コ

ロ
ナ
禍
に
高
齢
者
向
け
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

困
難
と
な
る
中
で
、「
ア
グ
リ
マ
ス
」
が
持

つ
健
康
体
操
の
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
毎
日
放
送
す
る
こ
と
に
。
後
に

わ
か
っ
た
の
で
す
が
、
親
会
社
は
全
国
に
４

▲

村
民
タ
ク
シ
ー

▲
�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
さ
な
村
総
合
研
究
所
の
設
立

メ
ン
バ
ー
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２
０
店
舗
を
構
え
る
「
な
の
花
薬
局
」。
都

内
10
店
舗
で
の
特
産
品
販
売
に
も
つ
な
が
り

ま
し
た
。
小
瀧
さ
ん
は
税
理
士
で
あ
り
、
か

つ
て
は
大
阪
証
券
取
引
所
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
を

支
援
し
て
き
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
。
そ
の
後
も
、
村
営
温
泉
と
組
ん
で
都
内

企
業
向
け
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
立
ち

上
げ
た
り
、
小
中
学
生
に
向
け
て
地
域
課
題

を
解
決
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
す
る
「
こ

ど
も
ベ
ン
チ
ャ
ー
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
集
め

協
賛
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「
駅
チ
カ
」
の
首
都
圏
拠
点
オ
フ
ィ
ス
探
し

は
「
駅
ウ
エ
」
に

丹
波
山
村
は
多
摩
川
源
流
に
あ
る
村
で
、

水
や
森
を
巡
る
東
京
と
の
歴
史
や
物
語
を
伝

え
残
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
首
都
圏
オ

フ
ィ
ス
は
河
口
域
の
大
田
区
に
と
決
め
て
い

ま
し
た
。
不
動
産
屋
だ
け
で
30
軒
、
１
０
０

を
超
え
る
物
件
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
駅

チ
カ
の
場
所
を
予
算
内
で
探
し
出
す
の
は
困

難
で
し
た
。
ほ
ぼ
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
り
つ
つ

夫
婦
喧
嘩
が
絶
え
な
く
な
る
中
、
嫁
が
探
し

て
き
た
の
が
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
ビ
ル
「
グ
ラ
ン

デ
ュ
オ
蒲
田
」の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
。「
探

し
て
い
る
の
は
オ
フ
ィ
ス
だ
よ
。」
と
思
い

な
が
ら
、
駅
ビ
ル
担
当
者
と
会
う
こ
と
に
な

り
、
こ
こ
か
ら
奇
跡
が
始
ま
り
ま
す
。
提
案

さ
れ
た
の
は
一
階
フ
ロ
ア
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
。
周
り
は
「
新
宿
高
野
」「
東
京
ラ
ス
ク
」

「
文
明
堂
」（
２
０
１
９
年
当
時
）
と
い
う
有
名

店
ば
か
り
。「
駅
ビ
ル
は
ど
こ
も
同
じ
に
。

何
か
新
し
い
試
み
を
。」
と
い
う
担
当
者
は

物
腰
柔
ら
か
く
も
、
面
倒
を
い
と
わ
ず
ゼ
ロ

か
ら
イ
チ
を
生
も
う
と
す
る
熱
き
人
で
し

た
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
だ
け
は
や
ら
な
い

と
心
に
決
め
て
い
た
の
で
す
が
心
動
か
さ
れ

そ
う
な
好
条
件
。
そ
れ
で
も
２
度
目
の
打
合

せ
で
「
ホ
ン
ト
に
探
し
て
い
る
の
は
オ
フ
ィ

ス
な
ん
で
す
。」
と
や
ん
わ
り
断
る
と
、
同

席
し
た
上
役
が
「
屋
上
階
に
10
坪
ぐ
ら
い
の

旧
写
真
ス
タ
ジ
オ
が
あ
り
ま
す
よ
。」
と
い

う
ま
さ
か
の
答
え
。「
グ
ラ
ン
デ
ュ
オ
蒲
田
」

は
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
商
業
開
発
が
運
営

す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の
１
つ
。
駅
ビ

ル
内
に
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
さ
せ
る
と
い
う
の

は
グ
ル
ー
プ
内
で
も
前
例
な
し
。
懸
念
す
る

声
に
も
２
人
が
か
け
あ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
み
ま
わ
れ
て
万
事
休
す
の
ピ
ン

チ
に２

０
２
０
年
２
月
に
オ
フ
ィ
ス
、
４
月
に

「
小
さ
な
村
ｇ
７
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
シ
ョ
ッ
プ
」

を
意
気
揚
々
と
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
の
で
す

が
、わ
ず
か
一
日
で
緊
急
事
態
宣
言
と
な
り
、

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
首
都
圏
拠

点
事
業
の
要
と
考
え
て
い
た
23
区
で
の
イ
ベ

ン
ト
参
加
も
全
て
中
止
に
。
情
報
発
信
が
全

く
で
き
な
い
。
悩
み
に
悩
み
、
見
つ
け
た
活

路
が
、
大
田
区
内
の
本
屋
、
花
屋
、
弁
当
屋
、

地
域
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
な

ど
。
区
内
で
の
地
道
な
情
報
発
信
で
し
た
。

大
田
区
長
か
ら
丹
波
山
村
長
へ
の
直
電
「
小

さ
な
村
ｇ
７
＋
１
サ
ミ
ッ
ト
」

地
道
な
地
域
コ
ラ
ボ
を
続
け
る
中
で
、
そ

の
活
動
の
一
端
を
、
こ
れ
ま
た
テ
レ
ビ
で
見

た
と
い
う
人
か
ら
ま
さ
か
の
逆
ア
プ
ロ
ー
チ

が
あ
り
ま
し
た
。
松
原
大
田
区
長
で
す
。
区

産
業
経
済
部
長
か
ら
相
談
を
受
け
た
の
は
放

送
日
翌
日
の
こ
と
。
２
日
後
に
は
区
長
自
ら

が
グ
ラ
ン
デ
ュ
オ
蒲
田
の
シ
ョ
ッ
プ
を
訪
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
区
長
か
ら
の
電
話
が
丹
波

山
村
の
岡
部
村
長
に
届
き
、
村
長
か
ら
連
携

す
る
６
村
長
へ
ダ
イ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
。
話
は

と
ん
と
ん
拍
子
に
進
み
、
７
月
９
日
「
小
さ

な
村
ｇ
７
＋
１
サ
ミ
ッ
ト
」
を
特
別
開
催
し

ま
し
た
。
会
場
は
羽
田
空
港
そ
ば
に
あ
る
大

田
区
肝
煎
り
の
「
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ

▲

�
小
さ
な
村
ｇ
７
＋
１
サ
ミ
ッ
ト
（
２
０
２
１
）

▲

小
さ
な
村ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
東
京
会
議（
２
０
１
９
）

▲
�

７
月
９
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

「
小
さ
な
村
ｇ
７
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
シ
ョ
ッ
プ
」
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テ
ィ
」。
小
さ
な
村
と
都
市
が
お
互
い
の
暮

ら
し
を
尊
重
し
、
お
互
い
に
行
き
来
し
て
、

ヒ
ト
や
モ
ノ
を
分
か
ち
合
い
、
足
り
な
い
も

の
を
補
い
合
う
。
ま
だ
ま
だ
未
知
数
の
試
み

で
す
が
、
は
じ
め
の
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

４�
働
き
方
と
休
み
方
を　
　
　
　

み
つ
め
な
お
す

７
年
半
前
に
山
梨
県
丹
波
山
村
へ
移
住

私
は
今
か
ら
７
年
半
前
に
丹
波
山
村
へ
移

住
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
に
上
京
し
、
銀

行
勤
務
を
経
て
テ
レ
ビ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
な

り
ま
し
た
が
、
25
年
近
く
都
市
生
活
を
続
け

た
私
に
は
「
小
さ
な
村
」
で
の
暮
ら
し
が
魅

力
的
に
思
え
て
き
ま
し
た
。
地
方
経
営
者
や

地
域
活
性
化
の
取
組
を
取
材
し
た
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
の
こ
と
を
知
っ
て
調
べ
始
め
る
と

朝
ま
で
眠
れ
な
く
な
り
ま
す
。
募
集
す
る
自

治
体
の
中
で
一
番
人
口
の
少
な
か
っ
た
村
が

丹
波
山
村
で
し
た
。
そ
し
て
「
小
さ
な
村
」

に
興
味
を
持
っ
た
理
由
は
も
う
一
つ
。
私
の

根
っ
こ
に
あ
る
学
生
時
の
体
験
で
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
牧
場
で
学
ん
だ
こ
と

幼
い
頃
か
ら
牧
場
に
憧
れ
、
大
学
を
一
年

休
学
し
、
見
つ
け
た
の
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
小
さ
な
町
で
し
た
。
牛
３
０
０
頭
、
羊

が
１
５
０
頭
。
何
も
か
も
が
新
鮮
で
し
た
が

一
番
驚
い
た
の
は
「
休
み
方
」
で
し
た
。
忙

し
い
牧
場
主
も
一
年
に
10
日
間
バ
カ
ン
ス
を

と
り
ま
す
。
海
辺
の
小
さ
な
町
に
家
族
で
出

か
け
ビ
ー
チ
で
の
ん
び
り
。
す
る
と
滞
在
先

の
小
さ
な
町
の
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が

潤
う
。
１
９
８
０
年
代
後
半
「
日
本
経
済
は

飽
和
状
態
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日

本
で
も
こ
ん
な
風
に
「
休
み
方
」
が
変
わ
れ

ば
、
新
た
な
時
間
が
う
ま
れ
、
新
た
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
う
ま
れ
る
ん
だ
ろ
う
。
会
社
帰
り

の
２
時
間
、
週
末
の
２
泊
、
１
年
の
２
週
間

が
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
だ
ろ

う
。何
か
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得
た
気
が
し
て
、

そ
う
卒
論
に
も
書
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
私

の
未
来
予
想
は
全
て
外
れ
ま
す
。
土
地
や
株

に
あ
け
く
れ
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
進
む
も
誰
も

休
ま
な
い
し
休
め
な
い
。
そ
し
て
バ
ブ
ル
崩

壊
。「
仕
方
な
い
」
と
正
面
か
ら
向
き
合
え

な
い
ま
ま
に
い
た
の
が
「
働
き
方
」
と
「
休

み
方
」
で
し
た
。

い
ろ
ん
な
暮
ら
し
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を

学
生
た
ち
に
伝
え
た
い

丹
波
山
村
に
移
住
し
て
最
も
新
鮮
に
感
じ

た
の
が
、
役
場
職
員
が
自
宅
に
帰
り
昼
食
を

と
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
三
食
を
家
族
と
食

べ
る
。
ひ
と
昔
前
の
日
本
に
は
当
た
り
前
に

あ
っ
た
光
景
が
小
さ
な
村
に
は
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
、
高
校
や
大
学
の
先
生
か
ら

地
域
活
性
化
の
取
組
の
話
を
し
て
ほ
し
い
と

連
絡
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
二
つ
返
事
で

受
け
て
い
ま
す
。
取
組
も
で
す
が
、
学
生
た

ち
に
い
ろ
ん
な
「
働
き
方
」
や
「
休
み
方
」

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
、
都
市
と
く
ら
べ

て
ど
ち
ら
が
と
か
で
な
く
、
小
さ
な
村
や
町

で
暮
ら
す
選
択
肢
だ
っ
て
あ
る
っ
て
こ
と
を

覚
え
て
い
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

５�

丹
波
山
村
の
注
目
す
べ
き　

「
小
さ
な
試
み
」

今
、
も
し
私
が
ま
だ
テ
レ
ビ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
だ
っ
た
ら
丹
波
山
村
の
こ
ん
な
「
小
さ

な
試
み
」
に
注
目
す
る
と
思
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
の
ノ
ー
カ
ッ
ト
議
会
放
送

移
住
し
て
２
年
目
の
あ
る
日
、
議
員
さ
ん

た
ち
か
ら
議
会
を
撮
影
し
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
放
送
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。

６
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
丹
波
山
村
で
は
、

議
会
の
様
子
を
休
憩
以
外
ノ
ー
カ
ッ
ト
で
、

10
時
と
19
時
の
一
日
２
回
、
１
週
間
ほ
ど
繰

り
返
し
放
送
し
て
い
ま
す
。
視
聴
率
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
。
今
は
撮
影
に
も
放
送
に
も
関

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
村
の
誇
り
で

す
。

わ
ず
か
４
年
ち
ょ
っ
と
で
10
社
以
上
の
法
人
設
立

こ
の
４
年
半
に
、
村
内
に
10
法
人
以
上
が

誕
生
し
て
い
ま
す
。
村
主
体
の
も
の
も
あ
れ

ば
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
が
、ラ
イ
ダ
ー

ズ
カ
フ
ェ
、
ジ
ビ
エ
、
林
業
、
高
齢
者
福
祉

な
ど
地
域
課
題
に
向
き
合
う
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ

ネ
ス
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
、
村
出
身
者

の
40
代
が
公
共
イ
ン
フ
ラ
を
補
う
会
社
を
起

業
す
る
な
ど
。
わ
ず
か
５
３
５
人
の
村
に
起

き
て
い
る
変
化
で
す
。

「
丹
波
山
村
未
来
会
議
」
と
「
丹
波
山
村
教

育
戦
略
会
議
」

私
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

大
学
の
先
生
や
コ
ン
サ
ル
の
話
を
聞
い
て

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
と
手
を
た
た
く
よ
う
な
会
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
外
か
ら
と
村
内
の
人
た

ち
が
入
り
混
じ
っ
て
、
意
見
を
ぶ
つ
け
あ
う

姿
は
感
激
し
ま
す
。
大
企
業
で
働
く
専
門
エ

キ
ス
パ
ー
ト
も
い
れ
ば
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
経

営
者
た
ち
、
文
科
省
の
元
事
務
次
官
ま
で
。

村
の
中
に
、
外
か
ら
来
る
人
た
ち
へ
の
「
慣

れ
」
と
「
寛
容
性
」
が
確
実
に
広
が
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

６�「
寛
容
性
」と「
小
さ
な
試
み
」

～
小
さ
く
て
も
閉
じ
な
い
！

「
寛
容
性
」
を
育
む
の
は
「
慣
れ
」。
こ
れ

を
教
わ
っ
た
の
は
、
地
方
創
生
の
先
進
地
と

し
て
知
ら
れ
る
徳
島
県
神
山
町
で
す
。
神
山

町
で
感
じ
た
魅
力
こ
そ
が「
寛
容
性
」と「
多

様
性
」
で
し
た
。
６
、
０
０
０
人
の
小
さ
な

町
に
都
市
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
行
き

来
し
て
関
わ
る
姿
で
す
。「
働
き
方
」「
休
み

方
」
も
多
様
で
ま
さ
に
先
進
地
で
し
た
。
５

３
５
人
し
か
い
な
い
丹
波
山
村
で
も
「
寛
容

性
」
は
広
が
り
「
小
さ
な
試
み
」
が
あ
ち
こ

ち
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
波
紋
が
ど
ん

ど
ん
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後

に
、
北
海
道
音
威
子
府
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
中
に
見
つ
け
た
お
気
に
入
り
の
言
葉
を
。

「
小
さ
く
て
も
閉
じ
な
い
！
」
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

長野県豊丘村

兵庫県太子町

 和歌山県かつらぎ町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
2
0
1
0
年
、
村
政
55
周
年
記
念
に
、「
豊

丘
村
の
特
産
品
、
名
所
、
文
化
等
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
明
る
く
活
動
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
募
集
を
実
施
し
ま
し
た
。
村
内
外
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
1
6
7
点
か
ら
数
点
を
選

出
し
て
村
内
で
投
票
を
行
っ
た
結
果
、
誕
生

し
た
の
が
「
だ
ん
Ｑ
く
ん
」
で
す
。「
ま
つ
た

け
」「
か
き
」「
り
ん
ご
」「
な
し
」
と
い
っ
た

村
特
産
品
と
村
の
花
「
こ
ぶ
し
」
を
あ
し
ら
っ

た
帽
子
は
、
村
の
代
名
詞
で
も
あ
る
「
日
本

一
の
河
岸
段
丘
」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
テ

レ
ビ
C
M
に
出
演
し
た
り
、
飯
田
弁
で

S
N
S
を
駆
使
し
た
り
と
、
村
の
魅
力
発
信

の
た
め
に
大
活
躍
。
村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
と

よ
お
か
ま
つ
り
」
は
も
ち
ろ
ん
、
村
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
明
る
い

笑
顔
で
村
の
P
R
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
の
聖
徳
太
子
没
後
1
4
0
0

年
に
向
け
て
、
太
子
町
の
文
化
財
及
び
町
全

体
を
P
R
す
る
た
め
に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
。
2
0
1
9
年
に
、
県
指
定
文
化
財
で

あ
り
、
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
鵤い

か
る
が
の
し
ょ
う
ぼ
う
じ
い
し

荘
牓
示
石
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
案
を
公
募
。

優
秀
作
品
3
点
の
中
か
ら
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

に
て
投
票
を
行
い
、
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
ま

し
た
。
名
称
も
同
様
に
、
公
募
、
投
票
に
よ

り
選
出
し
、「
ぼ
う
じ
ぃ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

活
動
範
囲
は
ま
だ
あ
ま
り
広
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
町
内
の
文
化
財
が
大
好
き
な
の
で
、
文

化
財
を
見
学
し
て
い
る
と
遭
遇
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
の
だ
と
か
。
ご
当
地
キ
ャ
ラ
と
し
て

誕
生
し
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
い
の
で
、
た
く

さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
ま
す
。

※�

「
鵤
荘
牓
示
石
」
と
は
、
太
子
町
と
そ
の
周
辺
に
存
在
し
た
荘

園
の
境
界
石
と
考
え
ら
れ
て
い
る
石
で
、
聖
徳
太
子
が
檀
特
山

の
山
頂
か
ら
投
げ
た
“
太
子
の
投
げ
石
”
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
か
つ
ら
ぎ
町
の
若
手
職
員
で
構
成
さ
れ
る

「
次
代
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

の
発
案
に
よ
り
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
2
0
0
8
年
7
月
に
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
募
集
を
実
施
し
、
誕
生
し

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。「
か
き
お
う
じ
」の
ほ
か
に
、

「
い
ち
ご
娘
」「
も
も
ひ
め
」「
な
し
じ
い
」「
ぶ

ど
う
兵
団
」
と
い
っ
た
、
町
特
産
品
の
フ
ル
ー

ツ
か
ら
5
品
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
ま
し
た
。

町
が
フ
ル
ー
ツ
王
国
で
あ
る
こ
と
を
P
R
す
る

だ
け
で
な
く
、世
界
遺
産
「
丹
生
都
比
売
神
社
」

や
「
高
野
参
詣
道
町
石
道
」、
4
0
0
年
も
の

歴
史
を
持
つ
四
郷
地
域
の
秋
の
風
物
詩「
串
柿
」

な
ど
、町
の
観
光
P
R
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る

「
か
き
お
う
じ
」
は
、
か
つ
ら
ぎ
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
「
か
つ
ら
ぎ
夏
ま
つ
り
」

や
金
剛
緑
地
広
場
で
の
「
星
空
の
つ
ど
い
」
な

ど
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
町
民
や
観
光

客
と
の
交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

1月21日（1＝棒、2＝じ、1＝ぃ）生まれ
の男の子。年齢不詳だが、石年齢で小学
校低学年くらい。じっとしていることが
得意。一見頑固そうに見えるが、おっと
りとして優しく、おだやかな物腰。

2
0
1
0
年
7
月
1
日
生
ま
れ
。
お
っ
と
り
マ
イ
ペ
ー
ス

な
永
遠
の
5
歳
5
カ
月
児
。
特
技
は
果
物
を
お
い
し
く
す

る
お
ま
じ
な
い
。
ま
つ
た
け
の
す
き
焼
き
が
大
好
物
。
市

田
柿
つ
く
り
や
り
ん
ご
狩
り
が
趣
味
。
好
き
な
言
葉
は
「
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」。

フ
ル
ー
ツ
王
国
の
王
子
様
。
正
義
感
が
強
く
、
そ
の
上
優
し

い
た
め
、
王
国
の
み
ん
な
に
慕
わ
れ
て
い
る
。
好
き
な
場
所

は「
四
郷
串
柿
の
里
」。
同
じ
フ
ル
ー
ツ
王
国
の「
も
も
ひ
め
」

と
い
う
フ
ィ
ア
ン
セ
が
い
る
。

く

ぼ
う
じ
ぃ

ぼ
う
じ
ぃ

Vol.79
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梨み
ず
み
ず
し
い
実
を
つ
け
る
梨
は
、
古
く

か
ら
日
本
の
秋
の
果
実
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
。
江
戸
時
代
に
栽
培
技
術
が
発
達
し
、

栽
培
品
種
も
増
え
た
。
今
の
よ
う
に
甘
み
の

強
い
梨
は
、
明
治
以
降
に
発
見
さ
れ
た
り
、

品
種
改
良
さ
れ
た
り
し
た
も
の
だ
。

果
皮
が
褐
色
の
赤
梨
と
青
緑
色
の
青
梨
に

大
別
さ
れ
る
。
赤
梨
の
代
表
が
長
十
郎
で
、

青
梨
の
代
表
が
二
十
世
紀
だ
っ
た
。そ
の
後
、

赤
梨
で
は
、
よ
り
甘
み
の
強
い
、
幸
水
、
豊

水
な
ど
が
多
く
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

青
梨
の
代
表
の
二
十
世
紀
は
、
１
８
８
８

年
に
苗
木
が
発
見
さ
れ
、「
20
世
紀
を
代
表

す
る
梨
に
」
と
の
思
い
を
込
め
て
命
名
さ
れ

た
。
現
在
は
最
盛
期
の
９
分
の
１
ま
で
生
産

量
が
落
ち
た
。
よ
り
甘
い
も
の
に
押
さ
れ
気

味
な
の
だ
と
い
う
。
あ
っ
さ
り
し
た
甘
さ
が

お
い
し
い
の
だ
が
。

下
水
道
の
日

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」。
汚
水
や

雨
水
を
ど
う
処
理
す
る
か
は
、
古
来
、
人
々

が
集
ま
っ
て
住
む
都
市
の
重
要
な
課
題
だ
っ

た
。
９
月
10
日
は
、
立
春
か
ら
２
２
０
日
目

に
当
た
る
「
二
百
二
十
日
」
前
後
で
、
大
雨

を
も
た
ら
す
台
風
が
来
る
特
異
日
と
さ
れ
て

い
る
。

大
阪
の
「
太
閤
下
水
」
は
、
豊
臣
秀
吉
に

よ
る
１
５
８
３
年
の
大
坂
城
築
城
を
機
に
建

設
さ
れ
た
。
道
路
に
面
し
た
町
家
や
商
家
の

裏
手
、
家
同
士
が
背
中
合
わ
せ
に
な
る
場
所

に
汚
水
を
流
す
下
水
を
掘
っ
た
。
背
割
下
水

と
言
い
、や
が
て
太
閤
下
水
の
名
が
付
い
た
。

こ
の
下
水
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
も
拡
張
さ

れ
、
町
衆
が
管
理
し
た
。
一
部
は
今
も
現
役

で
使
わ
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
短
時
間
の
大
雨
で
下
水
の
処

理
が
追
い
つ
か
な
い
内
水
氾
濫
の
被
害
が
増

え
て
い
る
。
下
水
の
役
割
を
見
直
し
た
い
。

若
山
牧
水

大
正
期
を
中
心
に
活
躍
し
た
歌
人
。本
名
・

繁
。
現
在
の
宮
崎
県
日
向
市
東
郷
町
に
生
ま

れ
、
旧
制
延
岡
中
学
校
時
代
か
ら
雑
誌
に
短

歌
を
投
稿
し
て
き
た
。

１
９
０
８
年
、
早
稲
田
大
学
卒
業
と
ほ
ぼ

同
時
に
「
白
鳥
は
哀
し
か
ら
ず
や
空
の
青
海

の
あ
を
に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
ふ
」
な
ど
を
収

め
た
第
一
歌
集
『
海
の
声
』
を
出
版
し
た
。

１
９
１
２
年
に
結
婚
後
も
わ
ら
じ
履
き
で
旅

に
出
て
は
歌
を
詠
み
、
自
然
主
義
派
歌
人
と

し
て
、
生
涯
に
８
８
０
０
首
以
上
の
歌
を
残

し
た
。
酒
と
旅
を
愛
し
、
そ
の
作
風
は
平
易

で
純
情
。
斎
藤
茂
吉
、
窪
田
空
穂
ら
を
し
の

ぐ
人
気
を
博
し
た
。

１
日
に
２
升
５
合
も
の
酒
を
飲
ん
だ
と
い

う
牧
水
は
、
肝
臓
を
患
い
、
１
９
２
８
年
９

月
17
日
に
死
去
。
43
歳
だ
っ
た
。
全
国
各
地

に
約
３
０
０
も
の
歌
碑
が
残
る
。

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（
９９
月
）
月
）

小
　
牧
　
規
　
子

小
　
牧
　
規
　
子
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用
いただける専用ページです。

  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要にな
ります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ
済み（平成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせ
は、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで
お願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ
れからも充実をはかっていきたいと考えています。ご覧になったご感想・ご意見を、下記のメール

アドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/
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【お問い合わせ】
（公財）全国市町村研修財団　全国市町村国際文化研修所（JIAM）　教務部
〒520-0106　滋賀県大津市唐崎二丁目13番１号　電話（077）578-5932　FAX（077）578-5906

e-mail : kenshu@jiam.jp　　ホームページ　https://www.jiam.jp

全国市町村国際文化研修所　共催：総務省、内閣府、一般財団法人地域創造

日　程

　令和3年10月28日(木)～10月29日(金)
会　場

　�全国市町村国際⽂化研修所（JR京都駅より湖⻄線約15分 唐崎駅下⾞徒歩約3分）

講　演

　「地域自立応援施策の動向」
総務省地域力創造グループ地域自立応援課

　「地方創生をめぐる最近の動向（仮）」
� 内閣府地方創生推進室

　「COVID-19以降の公共施設 －「広場」と「空き地」－」
劇作家、演出家　佐藤　信 氏

　「ミニコンサート」
� Quatuor B（サクソフォン四重奏）

　「自治体のデジタル化・DX推進と情報セキュリティ」
� 情報セキュリティ大学院大学　教授　藤本　正代 氏

　「おごと温泉の改革
～これからの時代に求められる女性経営者と観光～」

� 株式会社国華荘　びわ湖花街道　代表取締役社長　佐藤　祐子 氏

受講料 　6,900円
定　員 　40名（定員を大幅に超えた場合は、抽選とさせていただきます。）

申込期限　令和3年10月８日（金）

全国市町村国際文化研修所（JIAM）では、市区町村長・副市区町村長及び部長級職員の
皆様を対象に、市町村長特別セミナー「地域経営塾」を開催します。

　本セミナーでは、芸術文化・防災・観光など、地域の特性を活かしたまちづくり・地域づくりにおけ
る市町村の役割などについて、「地域経営」に関連する様々な分野でご活躍の講師にご講演いただきます。

令和 3年度
市町村長特別セミナー「地域経営塾」

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

情　報

第3172号 2021年（令和 3年） 9月 6日　10

p10 3172 情報_地域経営塾.indd   10p10 3172 情報_地域経営塾.indd   10 2021/08/31   11:24:432021/08/31   11:24:43



11　2021年（令和 3年） 9月 6日

随　想

町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3172号

全
国
で
一
番
人
口
の
少
な
い
県
、
鳥
取

県
の
中
で
も
一
番
人
口
の
少
な
い
市
町

村
。
そ
れ
が
江
府
町
で
す
。「
河
川
が
合

流
し
府
（
中
心
）
と
な
す
」
と
い
う
の
が

町
名
の
由
来
で
、
き
れ
い
で
、
美
味
し
く
、

豊
か
な
水
が
町
の
自
慢
で
す
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
の
約
７
割
が
、
地
元
の
工

場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
サ
ン
ト
リ
ー
天
然

水
と
い
う
の
も
、
江
府
町
が
水
の
町
で
あ

る
こ
と
の
象
徴
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

江
府
町
を
語
る
上
で
の
も
う
一
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
江
尾
十
七
夜
」で
す
。

戦
国
時
代
、
尼
子
と
毛
利
が
中
国
地
方
の

覇
権
を
争
っ
て
い
た
頃
、
尼
子
方
の
豪
族

で
あ
っ
た
江
美
城
主
蜂
塚
右
衛
門
尉
は
と

て
も
徳
の
あ
る
人
で
し
た
。
毎
年
旧
暦
の

８
月
17
日
に
城
を
開
放
し
て
、
領
民
も
武

士
も
無
礼
講
の
宴
を
開
い
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
最
後
ま
で
義
を
貫
き
、
尼
子

を
裏
切
る
こ
と
な
く
討
ち
死
に
し
て
し

ま
っ
た
城
主
を
偲
ん
で
、
そ
の
後
毎
年
毎

年
旧
暦
の
８
月
17
日
に
領
民
た
ち
は
踊
り

続
け
ま
し
た
。
こ
れ
が「
こ
だ
い
ぢ
踊
り
」

と
し
て
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
り
、

現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。「
江
尾

十
七
夜
」
は
こ
だ
い
ぢ
踊
り
の
他
に
も
、

火
文
字
、
灯
籠
流
し
、
山
車
、
相
撲
、
太

鼓
、
花
火
等
、
数
々
の
行
事
が
同
時
進
行

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
狭
い
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
い
っ
ぱ
い
に
立
ち
並
ぶ
屋

台
、
人
の
波
。
こ
の
日
だ
け
は
町
の
人
口

は
１
万
人
以
上
に
な
り
ま
す
。
町
の
一
部

の
集
落
が
そ
の
会
場
な
の
で
、
密
度
は
か

な
り
高
く
な
り
ま
す
。
熱
気
あ
ふ
れ
る
非

日
常
的
な
世
界
が
そ
こ
に
生
ま
れ
ま
す
。

私
も
子
ど
も
の
頃
か
ら
こ
の
祭
り
が
大
好

き
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
屋

台
で
楽
し
め
る
の
も
そ
の
要
因
で
す
が
、

長
い
間
出
会
う
こ
と
の
な
か
っ
た
人
と
再

会
し
た
り
、
友
だ
ち
の
家
に
集
ま
っ
て
プ

チ
同
窓
会
が
始
ま
っ
た
り
と
、
人
と
人
と

の
出
会
い
、
交
流
の
場
が
自
然
に
で
き
る

と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
片

想
い
だ
っ
た
人
の
浴
衣
姿
を
チ
ラ
リ
と
見

る
だ
け
で
、
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
江
府

町
民
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
江

尾
十
七
夜
」
は
、
昨
年
の
８
月
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
や

む
を
得
ず
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
で

残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
江
府
町

民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
外
に
出
ら
れ

た
出
身
者
、
そ
し
て
、
こ
の
祭
り
を
楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
た
多
く
の
町
外
の
方

も
、
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
江
府
町
観
光
協
会
の
担
当
者
が

一
念
発
起
。
こ
だ
い
ぢ
踊
り
保
存
会
に
協

力
を
お
願
い
し
て
、
こ
だ
い
ぢ
踊
り
だ
け

を
無
観
客
で
実
施
す
る
こ
と
を
企
画
し
ま

し
た
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
な
の
で
そ
の
様

子
を
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
使
っ
て
全
世

界
に
発
信
す
る
こ
と
も
。
こ
の
様
子
は
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
30
分
番
組
と
し
て
、
山
陰
、

中
国
地
方
、そ
し
て
Ｂ
Ｓ
で
も
放
送
さ
れ
、

大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
方
向
性
を
示
す
い
く
つ
か

の
言
葉
を
発
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

が
「
不
易
流
行
」
で
す
。「
古
き
良
き
伝

統
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
進

歩
に
目
を
閉
ざ
さ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
理

想
を
創
造
す
る
。」
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
ま
さ
に
、
江
府
町
に
は
戦
国
時
代

に
そ
の
ル
ー
ツ
を
持
つ「
こ
だ
い
ぢ
踊
り
」

が
あ
り
、
そ
れ
を
核
に
し
て
「
江
尾
十
七

夜
」
を
時
代
に
合
っ
た
形
で
作
っ
て
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
心
折
れ
る
こ
と
な

く
、
想
い
の
強
さ
は
負
け
な
い
、
そ
ん
な

誰
か
が
言
い
出
し
た
こ
と
を
、
周
り
の
人

達
が
し
っ
か
り
支
え
て
盛
り
上
げ
て
い

く
。顔
の
見
え
る
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
う
し
た
支
え
合
う
気
持
ち
が
と
て
も
大

切
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
も
、
役
場
職
員
の
こ
ま
や
か
な

配
慮
に
つ
い
て
多
く
の
町
民
の
方
か
ら
感

謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
職
員
は
大
い
に
成
長
し
、
今
後

も
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
る
で

し
ょ
う
。

最
後
に
、
江
府
町
は
他
の
中
山
間
地
の

小
さ
な
自
治
体
と
同
様
に
、少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
と
い
う
大
き
な
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
に
少
し
で
も
抗
う

た
め
に
は
、
町
の
自
慢
で
あ
る
水
と
併
せ

て
、
困
難
を
何
と
か
乗
り
越
え
よ
う
と
す

る
一
人
一
人
の
力
が
と
て
も
重
要
で
す
。

そ
の
人
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
江
府
町
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
人
が
一
人
で
も

増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。「
人

が
人
を
呼
ぶ
」
こ
れ
も
私
が
大
切
に
し
て

い
る
言
葉
の
一
つ
で
す
。

随  想

白
しら

石
いし

　祐
ゆう

治
じ

鳥取県江
こう

府
ふ

町長　

「不易流行」と
「人が人を呼ぶ」
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